
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月 10日（月） 

北海道中札内高等養護学校幕別分校 校長室より 

 幕別分校は、7日にようやく学校を開けることができました。 

 道路が狭くなった中でも元気に登校する姿を見ると本当に

うれしいです。 

 臨時休業中、生徒たちは「家事」や「学習」などに取り組ん

でいました。学校からは、Google classroomを使って、課題

に関する連絡が生徒に入っていました。各自取り組むことがで

きたでしょうか。 

  
 このような事態になった時、これまで幕別分校が積み

上げてきた ICT 活用の強みが活用されたことを実感しま

す。 

自分で考えて過ごさなければならない時間帯にどのよ

うに過ごすか？とても大切なことだと思います。臨時休

業の期間が予定よりも長くなった今回のような時、時間

をどのように使うか？について、生徒たちには考える力

をつけてほしいと思います。長い臨時休業期間、どの人も

本当にお疲れさまでした。 

久しぶりに登校する生徒たち 

臨時休業中の生徒とのやりとり 

 早いもので、卒業式まであとひと月を切りました。３年生の卒業

をお祝いするために、送る会の準備が始まりました。このような準

備の期間を経て、１，２年生は上級生になるための気持ちを高めて

いくのだと思っています。 

 幕別分校の生徒たちは、毎年幕別町図書館での作業を行っています。図書

館には様々な仕事があります。図書館を利用する方々が気持ちよく利用でき

るように…、本を好きになってもらうために…等、図書館のスタッフさんと

同じ思いで仕事に取り組んでいます。 

 ぜひ、幕別町図書館へいらしていただき、生徒たちの「仕事の成果」を見て

いただければと思います。 


